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1概　　　　　況
急激に進展する都市圏域内の市街化、科学技術の革新、生活圏の交流拡大の中で一層強まりつつある広域的

要請に応え、昭和59年4月1日飽託郡四町の消防事務を受諾し広域消防体制を確立した。

現在の消防体制として1局3消防署、 13出張所に26台のポンプ革と14台の救急車並びに梯子車、救助工

作車等の特殊車9台を配備し、有事即応の警防体制を敷くとともに健軍消防署に併設している訓練センターに

おいて、隊員の救助技術を錬磨し、中高層彊物等の特殊災害に備えている。

また、中心市街地を含む西南地域の防災拠点として、米屋町1丁目に西消防署庁舎の建築に着工し、昭和62

年8月完成、 9月から新庁舎で業務を開始した。さらに自主防災活動の基盤を強化するため昭和59年10月西

日本唯一の熊本市広域防災センターを建設し、防火管理者及び自主防災組織のT) -ダー等に対する防災教育の

質の向上を図っており、利用者も開館以来10万人(昭和63年3月)を突破し、市民の防火意識の高揚に努め

ている。

一万、火災の未然防止を図るため、各事業所に対する予防査察を実施して消防用設備等の設置、維持、管理

及び火気取り扱いや初期消火要嶺等の指導に当たるとともに、防火管理者制度の効果的運用を図り、さらに危

険物許認可にあっては規制指導など安全管理に努めている。

また事業所や地域住民に火災予防に対する認識をより一層深め且つ消防広報を積極的に推進するため昭和63

年4月に消防広報室を新設し、広報車等による日常的防火広報をはじめ、春、秋における火災予防運動の展開、

広報機関の活用及び広報紙による防火広報等開かれた消防を推進し防火意識の高揚を図っている。

さらに本市消防としては昭和63年4月に初めて女性消防士を採用し、子供や老人、婦人等に対する防火指

導にあたる一方、消防音楽隊の一員として消防関係行事をはじめ市の各種行事等へ参加し、消防のイメージア
ップを図っていく。

特に年々増加の一途にある救急業務に対処するため、救急隊12隊を各署所へ配置し、救急患者を安全且つ

迅速に医療機関へ搬送する体制をとるなど消防業務も広範な分野にわたっている。

消防団については小学校児童就学区域を1分田として編成された61分団2,024人の団員が常備消防と協力

して、水火災その他の災害防除にあたるとともに、火災予防面においても、それぞれの家業の傍ら献身的努力
を傾け、地域防災に重要な役割を果たしている。

2　消防職員・消防車両配置状況
(昭63.4.1現在)

区 分

局 署 別

消

防

正

.g=

消

防

盟

消 捕 捕

防

司
A
義

捕 消

防

刺
士

長

消

防

士

そ
の
他
の
職
負

ォr.

st

そ

計

可ポ

サ

動 ン

カブ

可
m
排
痩
機

超 鮮 ポ高
一発

" IS
プ装

ifiS

防

司
A
ll
長

p i

司

JA17

防

士

長

伝
ォ
i

の

他

義

短 装

波 置

総 計 1 2 12 10 45 123 tnT % 6 望 ー ll 15 3 2 2 1 1 3 3 14 15 2 1 22 95 8 2 鳥 ⑳ 2

料
総 務 課 1 2 1 8 12 1 摺) 1 払 1 4 5 4

防

局

消 防 広 報 室 1 1 1 1 1 2 7 l 2 1 4
予 防 課 1 1 3 7 2 1 15 3 3 3

警 防 謀 2 1 3 3 1 2 12 1 1 1 2
通 信 指 令 謀 1 2 2 9 3 17 1 1 + ㊨

言十 1 2 6 5 17 ど 2 紘 4 12払 6 2 1 5 14 1 去 ⑳

中

*

消

防

署

本 署 2 2 4 16 20 39 83 3 1 1 1 1 1 1 2 3 1 15 1 去 ㊥ I
清 水 出 張 所 1 4 5 9 19 1 1 1 3 3
京 町 〝 1 2 3 7 13 1 1 2 1 1
捕 1 4 6 6 17 1 1 1 3 1 2
-L iffi 1 4 5 5 15 1 1 1 3 1 2
計 2 2 8 30 39 66 147 3 4 1 1 1 1 1 1 5 3 5 26 3 1 去 ⑳ I

西

消

防

m

本 署 2 1 6 21 17 37 1 85 1 2 1 1 1 1 1 1 1 3 1 14 3 1 去 寧 1
島 崎 出 張 所 1 2 3 7 13 1 1 2 1

南 熊本 〝 1 2 4 6 13 1 1 ・) 2
田 崎 〝 1 4 3 ll 19 1 1 l 1 4 3

小 島 〝 1 4 3 8 16 1 1 1 3 2

‖ー尻 〝 1 4 6 8 1g 1 1 1 1 4 3

河 内 〝 1 2 2 4 9 1 1 1 3 2
ts a -天 明〝 1 4 5 5 15 1 1 1 3 2

計 2 1 13 43 43 86 1 189 5 7 1 1 1 1 1 1 6 3 8 35 3 1 姦 ㊥ 1
健
翠
消
防

*

* m 2 2 5 13 14 32 1 69 2 2 l 1 1 2 3 2 M 1 ll
出 水 出 張 所 1 2 4 6 13 2 1 3 3

託 麻 〝 1 3 5 9 18 1 1 1 3. 3

計 2 2 7 18 23 47 1 1脚 3 4 1 1 1 3 3 4 3) 1 17
習ー練 セ ン タ P

(注)定員536人　実員536人( )は女性消防士　　超短波無線装置欄咽ま基地局、その他は移動局(車載)を示す
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3　消防水利状況
(昭63.4.1現在)

区 域

種 別

A
日

計

中 央 消 防 署 西 消 防 署 健 軍 .消 防 署

本 清 京

柄

北 本 島 南 田. 小 川 由 天

田

. 明

河 本 出 託

普 水 町 . 部 普 崎
熊

本
崎 良 尻 内 署 水 麻

捕

火

栓

公 設 9 ,6 4 9 9 1 5 4 1 7 3 0 3 6 2 0 2 9 0 4 4 3 4 7 5 6 5 3 5 9 2 5 0 1 ・2 2 2 9 0 12 5 1,4 4 8 6 8 2 1 ,1 7 3

私 設 13 3 2 6 1 2 9 5 0 9 6 1 8 5 1 8 0 0 2 4 7 3

防

火

水

そ

う

公

設

40 m "

以 上
2 8 0 4 8 6 1 3 1 0 8 0 1 4 1 9 6 4 1 3 4 2 8 1 7 1 4 2 2

告 悪 19 1 2 6 3 1 4 3 4 0 7 1 4 1 8 2 2 8 4 2 1 2 5 1 3

私

&

4 0 n f
以 上 1 1 2 2 1 2 1 3 2 0 6 2 9 4 0 9 0 0 1 2 1 3 1 9

2 O --4 0

m 8未 満

7 0 2 5 0 8 0 0 9 1 o 8 4 0 0 1 2 7 1 2

プ - ル 1 3 9 2 1 4 5 1 0 4 7 3 7 6 9 6 9 o 2 9 7 1 0

思 、III 1 1 羊
2 3 3 3 0 3 1 2 5 0 0 0 2 0 0 0 3 1

4　火　災　統　計

(1 )火災発生状況
(昭和62年)

区分

月

出

火

件

火 災 種 別 り 災 状 況 焼 損 面 積
損 害 額

(千円 )
a 柿 草 舵 そ 棟 世 人 死 負 荏 柿

敬
物 野 両 舟白

の
他 敬 帯 負 者

傷

者

物
( 〟 )

野
( a )

1
17 1 5

2 2 6 37 97
1 5

762 25. 53 1
(1 ) ( 1) (1 ) ( 1) (4 ) ( 1) (6 0 )

2
1 6
(4 )
廿

2 15
(5)
5
(2 )
15
(6 ) 2 518

(48 0)
d l M )

3 12
(4)
8
(2 )

4
(2)

16
(2)
14 38 36 0

(12 9)
7
(1
,2 50
57 0 )

4
27 25

1 1 32 30
9 3 2 4 94 3 20 69 5

(4 ) (4 ) (4) (4 ) (1 9) (1 ) (2 ) (199 ) (8 40 2)

5 l l 10 1 15 13 48 1 308 7, 056

6
l l 9

1 1 15
10 28 2 14 9 5,4 2 4

(2) (2 ) (6 ) (6 ) (23 ) (1 ) ( 149 ) (3, 7 19)

7 4
(1) 3

1 .
(1) 3 2 6 2

45
(25

8 8 6 1 1 6 7 23 2 347 6,09 3

9 1 0
(1) 8

2
(1) 10 8 3 0 2 50

5, 7 11
(1 50

10
l l 8 2 1 12

10 4 2 6 9 3 4, 87 7
(3) ( 1) (2 ) (1) ( 1) (2 ) (2 ) (1 75 )

ll 15
(2 )
l l
( 1)

2
(1) 2 12(1) 7 32 1 2 16 1

(150 )
2 ,9 62
( 1,7 26)

1 2
23. 18

1
4 34 20 66 3

4 1, 102
2 1,920

(3 ) (1 ) (2 ) (3 ) ( 1) (2) (1 ) (10 0)

計 165 135 1 9 ll 196 16 3 51 8 甘 29 4 ,79 3 123 ,55 5
(2 5) (16 ) (7 ) (2 ) (2 3) (15 ) (5 6) (5 ) (U 08 ) (27 69 9 )

6 1 年 219 1 74 3 2 0 22 262 189 590 ll 30 7, 27 3 6 18 19 6,49 8
(2 0) (15 ) (1) (2 ) (2 ) (2 2 (l l) (49 ) (1 ) (2 ) (1,128 ) (3 ) (29 2 22 )

60
19 0 1 52 1 2 0 1 7 2 32 197 61 5

5
29 5 ,50 9

2 5
19 8,0 10

(1 8) (1 5) (1 ) (1) (1) (19 ) (1 0) (4 7) (4 ) (69 8) (2 1 99 9 )

59
18 4 1 48 5 9 1

2 1 2 28 20 6 55 0 7
39 7, 20 6 2 95 35 3,49 9

(12 ) (6 ) (1 ) (5 ) (8 ) (6 ) (24 ) (4 ) (57 3) (5 ) (4 1,2 34 )

58 158 1 32 1 13 12 2 07 177 503 8 16 4 ,29 2 2 14 ,3 46

(注) (　)内は受託町を再掲
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(2)原因別被害状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位千円1)

年

原 因

58 59 60 6 1 62

件

数

損

害

額

件

数

損

害

顔

件

8

損

等

敬

件

3R

損

害

&

件

&

損

害

顔

電

m

に

よ

る

莱

熱

体

暖 房 器 具 4 ll.5 87 3 2 4,3 75 4 3,3 94 3 7 ,779 3 95 5

電 気 溶 接 機 2 144 1 9 1 1 2 56 2 72 7

屋 内、外囲線 2 1, 716 3 9,6 58 4 4,82 1 7 14 1 3 5 3

冷 暖 房 機 1 48

ネオ ン、電灯 1 144 1 50 1 3 0

. 電 気 器 具 4 3 ,73 9 2 2.3 44 6 6,6 37 1 3, 59 3

モ ー タ - 1 4 7 2 1 20

コンデンサ一 1 ll 1 7 1 5 3

コ ン セ ン ト 1 3,964 3 7, 22 2

そ の 他 9 9, 30 1 3 9, 0 15

刀
ス
血

m

を

.燃n

と
す

る

道

具

ガスこんろ、しシジ 9 2 ,3 51 7 1 3,92 4 12 2 .340 5 6, 740 9 10 ,4 13

天 ぷ ら 油 2 7 20 ,8 74 26 7,53 5 36 48, 07 7 24 3, 462 2 7 7 ,8 64

風 呂 か ま ど 10 2▼5 40 l l 2,5 99 3 3 3 5 2. 620 4 2 , 800

石油 ス トー ブ 4 2,7 68 l l 4 9,0 97 10 16,97 7 8 14 ,660 8 7 , 259

ボ イ ラ ー 1 50 3 7,04 6 3 414 2 40

溶 接、溶断機 2 38 3 25 2 36 1 3 2 1, 117

燈明、 ロナノク 3 14 1 1 0 2 1.7 02 6 9, 394

そ の 他 3 55 1 9

火

荏

た ば こ 14 6 1.3 22 2 9 3 3,0 82 1 9 14,8 53 2 5 18 ,856 14 9, 860

マ ッ チ 2 3, 70 8 4 5, 398

ラ イ タ ー 2 5,0 54 2 17 7 1,0 53 6 9, 1 16 1 3

焼 却 火 10 32 ,6 5 9 18 1,74 1 6 4 5 9 5,27 8 9 1, 19 1

火 の 粉 3 9 2 200 2 7 5 49 1 17

火 花 1 15 1 300 1 3 3 420

蚊取線香.繍番 3 2. 424 Î 蝣^ ^ ^ 蝣1 1

そ の 他 2 1, 38 8 2 8 ,07 6

煙 突 、 煙 道 1 4,6 51 2 3 ,8 30 1 1, 60 2 7 29 3

車両 ( 配線等を含 む) 3 72 1. 1, 9 14 4 1, 50 8 5 1, 254 7 869

自再

然

ふ

自 然 発 火 1 2

取 灰 2 2,65 7 1 1,53 5 2 102

** 1 1 3 3 81 1 60

そ

の

他

火 遊 び 20 14,1 52 1 5 5.7 65 14 ll,4 63 8 2.0 20 1 2 13 ,44 8

放 火 23 24, 842 1 7 9 4,8 66 17 5,8 52 3 5 10, 324 1 9 3 .90 6

不 明 8 2 0,5 26 1 5 8, 722 2 3 5 8,7 87 3 0 86 ,044 1 8 2 6, 2 09

そ の 他 1 5 07 3 8 1 3 7 3 1 4 75 13 2 3 ,6 44

合 計 158 2 14, 34 6
⊥t54 3 53. 499 190 1 98. 010 2 19 19 6,4 98 16 5 12 3 ,55 5
12 ) (41, 234 18 ) (2 1‥9 9 9 (20 ) (2 9,22考 (2 5) (2 7 ,6 9? )

(注) (　)内は受託町を再掲

-289-



5　予　　　　防

(1)危険物製造所等 (昭63.4.1現在)

製 造 所 3

貯

蔵

節

屋 内 貯 蔵 所 172 (7 )

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所 6 7(7 )

屋 内 ク ン ク 貯 蔵 所 4 7 (1 )

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所 39 8 (32 )

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所 4 (1)

.移 動 ク 1y ク 貯 蔵 所 74 (8 )

屋 外 貯 蔵 所 29 (1 )

小 計 79 1 (5 7 )

敬

級

節

給 油 取 扱 所 434 (6 4 )

販 売 取 扱 所 9

一 般 取 扱 所 147 (14 )

み な し 移 送 取 扱 所 5

4、 計 59 5 (7 8)

総 計 1, 389 ( 135 )

(注) (　)内は受託町を再掲

(2)同意建物工事別件数(消防法第7条)

種 別

年
新 築 増 築 改 築 移 転 m ,模様替え 用途 変更 封画 変更 仮 使 用 合 計

野 火 簡

耐 構 造

5 8 4 , 0 7 7 1 , 1 6 4 5 1 3 2 4 2 2 3 8 9 8 5 , 4 2 3 1 , 4 0 9

5 9 2 , 3 6 8 4 5 3 5 4 3 2 0 3 3 9 1
2 , 9 7 7
( 1 7 3 ) 1 . 6 0 9

6 0 2 , 2 1 4 4 6 0 7 6 2 1 2 4 3 8 9
2 , 8 3 3
(2 2 0 ) 1 , 1 9 3

6 1 2 , 1 6 3 4 0 9 7 4 1 2 1 6 5 2 1 0 4 2 , 7 5 8
( 1 9 5 ) 1 , 0 5 1

6 2
2 , 4 3 5 4 2 2 4 4

2 3 1 3 7 0
1 1 1 3 . 0 6 4 1 . 4 9 3

( 1 8 0 ) (4 0 ) ( 2 ) ( 1 ) ( 1 ) ( 2 2 4 ) (7 1 )

(注) (　)内は受託町を再掲
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(3)防火対象物現況
(昭63.4.1現在)

署 別

中 央 消 防 署 西 消 防′署 健 軍 消 防 .署 計
∠ゝロ

i」 8 」 蓄 1 7 整 法 8 法 1 7 法 8 法 1 7 法 8 法 1 7

項 別
指 揺 指 指 指 指

計( 1・3 8 ) ( 4 種 ) ( 1種

～ 3種 )

.( 4 種 ) 上堪 ) ( 4 種 ) ( 1種

～ 3軽 )

( 4 種 )

. 1

イ 劇 場 、映 画 館 、演 芸 場 1 6 4 l l l l

ロ 公 会 堂 、 集 会 場
持 → 2 2

( 2 )
6
( 1 ) 2 1 1 5 8

( 5 )
7
( 1 )

6 5
( 6 )

2

イ
キ ャパ L/一 、 カフ ェー

ナ イ ト ク ラ ブ 1 1 8 1 2 2 0 2 2 2

ロ 遊 技 場 、 ダ ンス ホール
2 2
(5 )

4
( 2 ) 3 4 1 2 8 2 8 4

( 5 )
7
(2 )

9 1
( 7 )

3

イ 待 合 、 料 理 店 1 2 0
2
( 2 ) 3 1 2 4 3

( ? ー
2 7
( 9.1

ロ 飲 食 店 4 1
( 1 0 )

l l
( 1 ) 1 1 3

1 6
( 1 ) 8 3 2 6 2 3 7

( 1 0 )
5 3
( 2 )

2 9 0
( 1 2 )

4
有 賀 店 、 マ ー ケ ッ ト 1 0 1

2 2
1 7 7 鈷

1 3 1 2 9
4 0 9 8 8 4 9 7

展 . 示 場 ( 6 ) ( 6 ) ( 1 2 ) ( 1 ) ( 1 3 )

5

イ 旅 館 、 ホ テ ル 等
5 8 3 5 6 8 7 2

4 2 2 8 1 6 8 1 3 5 3 0 3
( 1 2 ) ( 6 ) ( 2 ) ( 1 ) ( 1 4 ) ( 7 ) ( 2 1 )

ロ 香 .宿 舎 、 共 同 住 宅 等 1 2 8 1 , 5 1 4( 5 6 ) 1 1 0
1, 1 1 9
( 1 5 ) 1 7 0 1 , 7 6 8 4 0 8

4 , 4 0 1
(7 1 )
4 ,胃 冒)

6

イ 病 院 、 診 療 所 等
1 0 8 5 5 1 0 1 9 6 8 1 7 8 2 9 0 2 2 9 5 1 9
( 9 ) ( 2 ) ( 6 ) ( 3 ) ( 1 5 ) (5 ) ( 2 0 )

ロ 福 祉 、. 救 護 施 設 等
5 0
(7 )

7 2
( 1 6 )

2
( 2 ) 5 8

1 8 0
( 2 3 )

2
( 2 )

1 8 2
(2 5 )

.′、 幼 稚 園 、 養 護 学 校
2 3
( 1 )′ 1

2 3
( 2 ) 1 9 1 6 5

( 3 ) 2 .
6 7
( 3 )

7 jJ＼中、高、大 気 各種学校 7 0
( 4 ) 2 7 1

( 1 4 ) 5 6 1
19 7
( 1 8 ) 3 2 0 0

( 1 8 )

8 図 書 館 、 博 物 館 2 3 1 6 6

9

イ 蒸 気 、 熱 気 浴 場 3 9 l l 1 1 4 0 12 5 2

ロ イ 以 外 の 公 衆 浴 場 2
2 4
( 1 ) 1 1 6 l l 3 5 1

( 1 )
5 4
( 1 )

1 0 侍 .. 車 場 1 2 2 1 2 4 6

l l 神 社 、 寺 院 、 教 会
1 6
( 1 )

1 5
( 1 )

3 5 1 9 1 2 1 0 6 3
( 1 )

4 4
( 1 )

1 0 7
( 2 )

1 2
イ 工 場 、 作 業 場

2 9 1 3 6 7 4 3 6 7
2 7 2 1 6

1 3 0 7 1 9 8 4 9
( 9 ) (2 8 ) ( 2 ) ( 2 4 ) ( l l ) ( 5 2 ) (6 3 )

ロ 映 画 、 テ レ ビス タ ジオ

1 3

イ 車 庫 、 駐 車 場 4
l l
(3 ) 5

3 7
( 1 ) 1 2 1 1 0 6 9

( 4 ) 7 9

ロ 格 納 庫

1 4 倉 . 庫 2
1 2 3
( 3 2 ) 1 7

3 5 1
( 2 4 ) 1 0 2 8 2 2 9 7 5 6

( 5 6 )
7 8 5
( 56 )

1 5
前 各 号 に 該 当 し な い 1 3 0 1 5 0 1 6 2 1 9 2

1 0 4 2 2 1
3 9 6 5 6 3 9 5 9

事 業 所 ( 7 ) ( l l ) ( 4 ) ( 1 4 ) ( l l ( 2 5 ) ( 3 6 )

1 6

イ 複 . 合 用 途
2 9 4 1 4 9 4 5 9 1 5 2 2 8 0 1 8 9 1 , 0 3 3 4 9 0 1 , 5 2 3
( 6 ) ( 3 ) ( 7 ) ( 6 ) ( 1 3 ) ( 9 ) (2 2 )

ロ イ 以 外 の 複 合 用 途 5 5
1 7 2
(1 6 ) 4 7 1 4 7

( 1 ) 5 0 2 1 2 1 5 2
5 3 1
( 1 7 )

6 8 3
( 1 7 )

(16 CD 2) 地 下 街

1 7 重 要 文 化 財
3
( 1 ) 2 1 2 2 1

6
( 1 5

l l
( 1 )

1 8 ア ー ケ ー ド 4 7 2 1 3 1 3

合 計 1, 1 5 6 2 , 4 3 1 1 , 6 8 0 2 , 6 5 4
1 , 1 8 5 3 , 1 0 4

4 , 0 2 1 8 , 18 9 12 , 2 1 0
( 8 1 ) ( 1 6 2 ) ( 6 1 ) ( 9 6 ) ( 1 4 2 ( 2 5 8 ) (阜o o ),

(珪)法　8条指定　防火管理者を必要とする対象物( 1種～3種)
法1 7条指定　消防用設備等を必要とする法8条指定以外の対象物( 4種)
(　)内は受託町を再掲
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(4)中高層建築物の現況 (昭63.4.1現在)

階 数

防 火 対 象 物 別

4 5 6 7 8 9 1 0 l l 1 2 13 14 1 5 25 計

内有

地 言

階 も

をの

1 5 m

未 満

1 5 m

以 上

31 m

未 満

3 1 m

を 超

え る

も の

1

イ 劇 場 、 映 画館 、 演 芸場
3 2 5 1 1 4

ロ 公 会 堂 、 集 会 場 2 2 1 1

2

イ
キ ャバ レー、 カ フェ I

ナ イ ト ク ラ ブ 6 3 1 1 ll 8 6 5

ロ 遊 技 場、 ダ ン ス ホ ー ル 4 1 5 2 3 2

3

イ 待 合 、 料 理 店 2 2 4 1 2 2

ロ 飲 食 店 27 22 9 2 1 4 65 2 8 2 5 4 0

4
百 貨 店 、 三 一 ケ ツ ト

展 不 場 36 13 6 3 1 59 20 3 1 2 8

5

イ 旅 館 、 ホ テ ル *.b
( 1 12

13

(1

14

( 1

5

( 1
3 5 . 3 1 1

め

(4)

_ 6

(2 )
2 3

56

(4 )
4

ロ 共 同 住 宅 、 寄 宿 舎 575
4 61
(1 37

2 7 IS 12 1 3 8 4
1ー1 55
(1 )
14 97 6

173
(1)

6

6

イ 病 院 、 診 療 .所
10 2

(2
38
27

(1

1 2

( 1
.6 2 1

18 8
(4)
2 8
( 1)

9 1

(.2 )

95

(2)
2

ロ 福 祉 、 救 護 施 設 1 1 1

ノ、 幼 稚 園

7
小 、 中 、 高 、 大 学 、

各 種 学 校 8 2 18 7 2 1 1 10 9 . 3 0 79 1

8 図 書 館 、 博 物 館 3 3 3

9

イ 蒸 気 、 熱 気 浴 場 2 5 6 3 34 3 2 3 l l

ロ イ 以 外 の 公 衆 浴 場

10 停 車 場 1 1 1

.l l 神 社 、 寺 院 、 教 会 3 3 2 1

12

イ 工 場 、 作 業 場 l l 2 3 2 18 4 5 1 3

ロ 映 画 、 テ レ ビス タジ オ

1 3

イ 車 庫 、 駐 車 場 1 1 3 1 6 1 2 4

ロ 格 納 庫

1 4 倉 庫 9 2 l l 5 6

15
前 各号 に 該 当 し な い

事 業 所
13 6 45 27 20 1 8 16 5 1 1 1 2 7 0 6 3 98 15 7 15

16

イ 複 合 用 途 29 6
142

(1
86 4 7 31 1 6 1 3 8 3 1

6 4 3

( 1)

1 52

(1 )
28 9

342

( 1)
12

ロ イ 以 外 の 複 合 用 途 114
4 7
( 1) 2 0

19 2 6 4
2 12

i n
13
1 24
( 1)

8 6 2

( 16 の 2) 地 下 街

1 7 重 要 文 化 財 1 1 1 3 3 3

合 計
U 6 6
( 3
8 18
( 3)
24 3
( 2)
149

(2 )

7 9

I( I

5 4 4 6 2 3 6 2 4 1 1
2 ,89 2

( 1日

3 76

(4 )

1,73 8

( 3)

1,1 12

( 8)
42

(注)　(　　)内は受託町を再掲
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(5)予防広報及び行事回数
(昭和62年度)

車両による

防 火 広報

地震対策訓練

( 芸災害導書 )

防 火 班 線 導

( ふよ ㌦ ㍊ ニ ) J B F C 指導

(左 同)

B F C 指導

(左 同)

事業所訓練

(左 同)

re k

防 災 映 画

ビ デ オ 等

16, 18 3 1 10 36 4 8 27 29 9 2, 8 41 3 8 39

6　救　急　活　動

(昭和62年)

区 分

月

出 動

回 数

事 故 種 別 救急

件数

敬 .護 人 員 不 搬

送 数

火 自

然

{ <

水 交 労

働

<ォ

運

動

All

般

加 自

損

負 そ

の 男 蝣k 計

災 K

皇
口

難 通 災

皇
F]

月見
技 負

<S
空
a
渇 m 他

1 88 9 5 1. 19 1 b 7 79 l l 1 5 4 70 10 4 81 1 50 5 33 4 83 9 74 ー

2 7 38 2 18 6 7 9 7 6 6 q 344 9 9 6 7 1 4 00 30 3 70 3 I
6 3

3 8 88 1 216 10 5 99 10 8 4 22 11 7 8 0 3 4 85 34 0 82 5 8 2

4 8 71 4 1 20 5 4 13 94 16 9 40 4 12 1 19 3 4 90 3 34 8 2 4 6 8 .

5 931 22 5 4 27 8 5 13 14 4 42 12 1 84 7 4 82 39 2 87 4 7 5

6 8 06 1 208 9 lfi 7 5 q 12 3fiO 11 6 734 434 31 8 75 2 7 1

7 . 90 1 1 1 23 6 13 9 9 3 8 l l 4 10 ll ? 8 0 8 4 7 2 38 6 8 5 8 84

8 84 7 4 19 2 12 18 9 1 8 l l 4 11 10 0 78 2 4 75 34 1 81 6 .6 1

9 8 99 1 1 228 15 16 81 q 15 . 40 9 12 4 8 0 6 514 33 5 8 4 9 8 3

1 0 8 57 1 1 23 7 10 16 92 7 1 3 381 9 9 79 9 4 7 6 358 83 4 5 7

l l 8 45 23 2 13 20 86 8 1 3 372 10 1 75 3 4 6 7 3 12 77 9 8 9

1 2 9 76 4 1 24 2 10 5 1 00 10 9 46 6 12 9 8 6 8 51 3 37 6 8 8 9 100

計
10 ,4 48 19 ll 2 5 9 8 113 161 10 51 115 1 39 4 ,8 91 .35 0 9 .4 7 5 5,713 4 ,12 9 9 .84 2 90 7

( 762 ) ( 1) ( 1) (19 9) (8 ) (18 ) ( 85 ) (2 ) ( 10 ( 356) (8 2) (7 04 ) ( 47 1) ( 27 9) ( 75 0 (5 2)

6 1 年
10 ,4 94 22 6 2,61 9 1 1 3 150 96 1 137 1 49 5 ,0 16 ,14 2 9,50 8 5 ,670 4 ,2 07 1 0,49 4 9 30

( 645 ) (2 ) (2) (19 1) ( 15 ) (12 ) ( 6 3) (3 ) (9 ) ( 282 ) ( 6 6) ( 60 1) ( 380 ) (2 62 ) (6 42 ) (3 5)

6 0
9 , 912 1 5 1 8 2 ,4 52 113 122 9 93 1 00 142 , 69 8 , 2 68 8,9 5 7 5,3 33 3,9 56 9 .盛 9 95 5

( 65 1 ) (1 ) 1 72 ) 14 (12 ) (75 (6 ) (1 0 (29 9 (62 (65 1 (38 8 (23 9 (62 7 (6 2

5 9
9 ,4 8 6 65 8 2 ,23 9 1 06 14 1 981 1 06 145 , 50 9 , 1 86 8 ,6 1 8 5,33 0 3,6 75 9 ,0 05 8 68

(503 ) (4 ) (1 ) (129 ), (8 ) (10 ) 47 ) (5 ) 1 0 ) ( 25 1 (38 (46 5 3 10 ( 19 1 (5 07 ) 38

5 8
9 , 434 5 7 7 2 ,2 72 1 22 150 9 55 125 13 3 , 3 17 , 2 96 8 ,48 1 5,2 02 3 ,6 2 7 8 ,82 9 95 3

( 47 5 ) (1 ) (3 ) (1 49 ) (1 7 ) (6 ) 45 ) ( 5 ) (7 ) ( 187 55 (4 3 1 (28 9 (16 8 4 57 (14 年～

(注) (　　)内は受託町を再掲
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7　消　　防　　団

(1)組　　織 1日] 61分団(定員)2,070人

市　長-消防団(団本部)-分　団-

(2)団員及び消防ポンプ数

」
火先班
ポンプ班
響wm

(団長一副団長)(分団長一副分団長) (部長) (班長)

ll

熊本県消防協会

熊本市支部

(昭63.4.1現在)

階 級 別 団 長 副 団長 分 団長 副 分団長 部 長 班 長 そ の他

の 団 員
計 消防ポンプ
自 動 車

小 型動 力ポンプ
付 積 載 車

小型勤 力

ポ ン プ

環 在 数 1 6 6 1 6 1 9 3 2 7 5 1,5 2 7 2 ,0 2 4 4 6 0 30

(3)報酬及び費用弁償

階 級 別 団 長 副 団 長 分 団 長 副 分 団 長 部 長 班 長
そ の 他

の Ell

報酬 年額 ( 円 ) 48 ,0 0 0 3 8 ,0 00 30 ,0∝) 2 5 ,00 0 20 ,0 00 1 9.0 0 0 1 8 ,00 0

区 分 費 用 弁 償 額 (円)

訓 練 出 動 1 回につ き 2, 0 0 0

研修、講習又 は訓 練のため本県消 防学校に入校 した とき 日 額 3, 0 0 0

(注)水火災及び警戒出動に対しては交付金によって弁償( 63年度予算額18, 935千円)
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